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豊田市農業委員会議事録 

 

令和６年８月２６日、豊田市農業委員会長 杉浦俊雄は、令和６年８月度農業委員会

総会を豊田市役所東庁舎７階、東大会議室１に招集した。 

 

＜会議に付した議案＞ 

議案第５３号  農地法第３条の規定による許可について 

議案第５４号  農地法第５条の規定による許可申請承認について 

議案第５５号  相続税の納税猶予に関する適格者証明願について 

議案第５６号  農用地利用集積計画の決定について 

議案第５７号  地域計画目標地図素案の変更決定について 

議案第５８号  地域計画目標地図素案の決定について 

 

報告 

耕作放棄地の農地、非農地の判断について 

農地法第１８条第６項の規定による通知書受理書について 

農地法第４条第１項第７号の規定による農地転用届出書受理について 

農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出書受理について 
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＜出 席 委 員＞（１５名） 
１番 鈴木喜一郎   ３番 中川  豊   ５番 深津 峰男 
６番 近藤 和人   ７番 杉浦 俊雄   ８番 石川 文志 
９番 梅村 逸次  １０番 水嶋  広  １１番 水野 省治 

１４番 中島 匡代  １５番 加知  満  １６番 伊藤 政和 
１７番 倉地 雅博  １８番 林  如実  １９番 杉田 雅子 
 
＜欠 席 委 員＞（４名） 

２番 築山 正樹   ４番 中根 敏明  １２番 伊藤喜代司 
１３番 梅村 貢司 
 
＜事 務 局 説 明 員＞ 
 事務局長 小木曽哲也  副 主 幹 山岡 雅史  担 当 長 杉本 一浩 
 主  査 佐藤 伸宏  主  査 神谷 一平  主  査 井上 貴道 
 主  査 大河原美世  主  査 田渕 友規 
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（開会 午後 ２時００分） 
 
議  長︓ただいまより、豊田市農業委員会総会を開催いたします。 

出席状況について、事務局より報告を求めます。 
事 務 局︓本日の欠席委員は、２番 築山正樹委員、４番 中根敏明委員、１２番 伊

藤喜代司委員、１３番 梅村貢司委員、以上４名です。 
委員の半数以上の出席を得ておりますので、本総会が成立いたしております

ことをご報告いたします。 
議  長︓ここで、本日の議事録署名者２名を指名させていただきます。 

１０番 水嶋 広委員、１１番 水野省治委員、以上の２名の委員にお願い
いたします。 

それでは、議案の審議に入ります。 
本日の提出議案は、議案第５３号から第５８号までの審議案件６件と、その

他の報告案件４件です。 
それでは、順次議題を上程させていただきます。 
令和６年議案第５３号「農地法第３条の規定による許可について」、事務局の

説明を求めます。 
事 務 局︓令和６年議案第５３号「農地法第３条の規定による許可について」、詳細は

お手元にある議案を御覧ください。 
５６番、福受町の件。 
担当推進委員の近藤委員からは、問題ない旨、ご意見をいただいております。 
５７番、西岡町の件。 
担当推進委員の近藤委員からは、問題ない旨、ご意見をいただいております。 
５８番、花本町の件。 
担当推進委員の鈴木委員からは、問題ない旨、ご意見をいただいております。 
５９番、簗平町の件。 
担当推進委員の福井委員からは、問題ない旨、ご意見をいただいております。 
６０番、室口町の件。 
担当推進委員の青山委員からは、問題ない旨、ご意見をいただいております。 
以上読み上げました案件につきまして、農地法第３条第２項各号の不許可の

条文に該当しないことを確認しております。 
以上です。 

議  長︓事務局の説明並びに地区担当推進委員の意見が終わりました。 
ここで、委員の皆さんのご質問並びにご意見を伺います。 
 

（会場声なし） 
 

議  長︓特にご意見等もないようですので、採決をいたします。 
議案第５３号で上程されました５件について、賛成の委員は挙手をお願いし

ます。 
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（賛成者挙手） 

 
議  長︓ありがとうございます。挙手多数と認めます。 

よって、議案第５３号は承認決定されました。 
令和６年議案第５４号「農地法第５条の規定による許可申請承認について」。
事務局の説明を求めます。 

事 務 局︓令和６年議案第５４号「農地法第５条の規定による許可申請承認について」。 
立地基準・許可基準について述べさせていただきます。 
１９２番、汐見町の件。分家住宅です。 
農地区分は第３種農地です。 
判断基準は、街区に占める宅地の割合が４０％を越えている区域にある農地

です。 
許可基準は、第３種農地につき許可できるに該当します。 
続きまして、１９３番、田代町の件。資材置場です。 
第１種農地です。 
判断基準は、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地です。 
許可基準は、第１種農地で、既存施設の敷地面積の２分の１を越えない拡張

に該当します。 
続きまして、１９４番、高原町の件。分家住宅です。 
第３種農地です。 
判断基準は、街区に占める宅地の割合が４０％を越えている区域にある農地

です。 
許可基準は、第３種農地につき許可できるに該当します。 
お願いします。 

鈴木委員︓３件とも問題ありません。 
事 務 局︓ありがとうございました。 

続きまして、１９５番、岩滝町の件。太陽光発電施設です。 
第２種農地です。 
判断基準は、ほかのいずれの農地区分にも該当しない農地です。なお、以降

同基準は「その他第２種農地」と読ませていただきます。 
許可基準は、第２種農地で、周辺の第３種農地を利用することで転用事業の

目的を達成することができるものを除き、許可できるに該当します。 
なお、本件につきましては、担当の築山委員はご欠席ですが、事前に問題な

い旨ご意見を頂いておりますので、ご報告いたします。 
続きまして、１９６番、畝部西町の件。住宅敷地増し（駐車場）です。 
第３種農地です。 
判断基準は、水管、下水管、ガス管のうち２種類以上が埋設されている幅員

４メートル以上の道路の沿道区域で、おおむね５００メートル以内に２以上の
教育施設、医療施設、その他の公共施設がある農地です。 
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許可基準は、第３種農地につき許可できるに該当します。 
なお、本件につきましては、担当の中根委員はご欠席ですが、事前に問題な

い旨ご意見を頂戴しておりますので、ご報告いたします。 
続きまして、１９７番、宝町の件。自己用住宅です。 
第３種農地です。 
判断基準は、街区に占める宅地の割合が４０％を越えている区域にある農地

です。 
許可基準は、第３種農地につき許可できるに該当します。 
本案件は始末書案件であり、平成１０年頃から住宅敷地として許可申請をせ

ずに使用してきたものを、今回の申請で是正するものです。 
続きまして、１９８番、宝町の件。分家住宅です。 
第３種農地です。 
判断基準は、街区に占める宅地の割合が４０％を越えている区域にある農地

です。 
許可基準は、第３種農地につき許可できるに該当します。 
お願いします。 

近藤委員︓２件とも問題ありません。 
事 務 局︓ありがとうございました。 

続きまして、１９９番、堤町の件。分家住宅です。 
第１種農地です。 
判断基準は、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地です。 
許可基準は、第１種農地で、住宅その他申請地周辺居住者の日常生活上・業

務上必要な施設で、集落に接続して設置されるものに該当します。 
お願いします。 

杉浦委員︓異議ありません。 
事 務 局︓ありがとうございました。 

続きまして、２００番、中田町の件。分家住宅です。 
第１種農地です。 
判断基準は、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地です。 
許可基準は、第１種農地で、住宅その他申請地周辺居住者の日常生活上・業

務上必要な施設で、集落に接続して設置されるものに該当します。 
お願いします。 

石川委員︓問題ありません。 
事 務 局︓ありがとうございました。 

続きまして、２０１番、枝下町の件。農業用資材置場です。 
第２種農地です。 
判断基準は、その他第２種農地です。 
許可基準は、第２種農地で、周辺の第３種農地等を利用することで転用事業

の目的を達成することができるものを除き、許可できるに該当します。 
お願いします。 
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梅村（逸）委員︓異議ありません。 
事 務 局︓ありがとうございました。 

続きまして、２０２番、篠原町の件。ドッグランです。 
第２種農地です。 
判断基準は、その他第２種農地です。 
許可基準は、第２種農地で、周辺の第３種農地等を利用することで転用事業

の目的を達成することができるものを除き、許可できるに該当します。 
続きまして、２０３番、伊保町の件。分家住宅です。 
第３種農地です。 
判断基準は、街区に占める宅地の割合が４０％を越えている区域にある農地

です。 
許可基準は、第３種農地につき許可できるに該当します。 
お願いします。 

水嶋委員︓２件とも問題ございません。 
事 務 局︓ありがとうございました。 

続きまして、２０４番、石野町の件。自己用住宅です。 
第２種農地です。 
判断基準は、その他第２種農地です。 
許可基準は、第２種農地で、周辺の第３種農地等を利用することで転用事業

の目的を達成することができるものを除き、許可できるに該当します。 
続きまして、２０５番、東広瀬町の件。自己用住宅です。 
第２種農地です。 
判断基準は、その他第２種農地です。 
許可基準は、第２種農地で、周辺の第３種農地等を利用することで転用事業

の目的を達成することができるものを除き、許可できるに該当します。 
続きまして、２０６番、勘八町の件。自己用住宅です。 
第２種農地です。 
判断基準は、その他第２種農地です。 
許可基準は、第２種農地で、周辺の第３種農地等を利用することで転用事業

の目的を達成することができるものを除き、許可できるに該当します。 
続きまして、２０７番、中金町の件。自己用住宅です。 
第２種農地です。 
判断基準は、その他第２種農地です。 
許可基準は、第２種農地で、周辺の第３種農地等を利用することで転用事業

の目的を達成することができるものを除き、許可できるに該当します。 
お願いします。 

水野委員︓４件とも問題ありません。 
事 務 局︓ありがとうございました。 

続きまして、２０８番、上渡合町の件。マレットゴルフ場です。 
第２種農地です。 



7 
 

判断基準は、その他第２種農地です。 
許可基準は、第２種農地で、周辺の第３種農地等を利用することで転用事業

の目的を達成することができるものを除き、許可できるに該当します。 
本案は始末書案件であり、令和６年２月頃にマレットゴルフ場とするため許

可申請をせずに埋め立ててしまったものを、今回転用申請をすることで是正す
るものです。なお、本件につきましては、担当の梅村（貢）委員はご欠席です
が、事前に問題ない旨ご意見を頂戴しておりますので、ご報告いたします。 

続きまして、２０９番、大沼町の件。資材置場です。 
第２種農地です。 
判断基準は、その他第２種農地です。 
許可基準は、第２種農地で、周辺の第３種農地等を利用することで転用事業

の目的を達成することができるものを除き、許可できるに該当します。 
本案件は始末書案件であり、平成２２年頃に今回の受人とは別の業者が資材

置場として許可申請をせずに使用していたものを、今回の受人の資材置場に転
用申請することで是正するものです。 

お願いします。 
倉地委員︓特に問題ありません。 
事 務 局︓ありがとうございます。 

なお、一般基準については、全ての案件について問題ない旨、既に確認して
おります。 

以上です。 
議  長︓事務局の説明並びに地区担当委員の意見を頂きました。 

豊田市農業委員会会議規則第１０条において、議事参与の制限の規定があり、
委員は自己又は同居の親族もしくはその配偶者に関する事項については、その
議事に参与することができないこととなっております。 

本議案第１９６番の畝部西町の案件については、中川 豊委員がこの規定に
該当しますので、この案件については、当該委員を外して審議いたします。 

まず、中川委員、退室をお願いします。 
 

（中川豊委員退室） 
 

議  長︓では、申請番号１９６番の畝部西町の案件について、委員の皆さんのご質問
並びにご意見を伺います。 

 
（会場声なし） 

 
議  長︓特にご意見等もないようですので、採決をいたします。 

議案第５４号で上程されました申請番号１９６番について、賛成の委員は挙
手をお願いします。 
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（賛成者挙手） 
 

議  長︓ありがとうございます。挙手多数と認めます。 
中川委員の入室を認めます。 
 

（中川豊委員入室） 
 

議  長︓続いて、申請番号１９６番を除く１７件について、委員の皆さんのご質問並
びにご意見を伺います。 

 
（会場声なし） 

 
議  長︓特にご意見等もないようですので、採決をいたします。 

議案第５４号で上程されました申請番号１９６番を除く１７件について、賛
成の委員は挙手をお願いします。 

 
（賛成者挙手） 

 
議  長︓ありがとうございます。挙手多数と認めます。 

よって、議案第５４号の全ての案件については、適当である旨、承認されま
した。 

令和６年議案第５５号「相続税の納税猶予に関する適格者証明願について」。
事務局の説明を求めます。 

事 務 局︓令和６年議案第５５号「相続税の納税猶予に関する適格者証明願について」。 
９番、大林町の件。 
担当推進委員の近藤委員から、証明について問題ない旨ご意見を頂いており

ます。 
１０番、若林東町の件。 
担当推進委員の原田委員から、証明について問題ない旨ご意見頂いておりま

す。 
以上です。 

議  長︓事務局の説明並びに地区担当推進委員の意見が終わりました。 
ここで、委員の皆さんのご質問並びにご意見を伺います。 
 

（会場声なし） 
 

議  長︓特にご意見等もないようですので、採決をいたします。 
議案第５５号で上程されました２件について、賛成の委員は挙手をお願いし

ます。 
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（賛成者挙手） 
 

議  長︓ありがとうございます。挙手多数と認めます。 
よって、議案第５５号は承認決定されました。 
令和６年議案第５６号「農用地利用集積計画の決定について」。 
事務局の説明を求めます。 

事 務 局︓令和６年議案第５６号「農用地利用集積計画の決定について」。 
農業経営基盤強化促進法の一部を改正する法律附則第５条第１項の規定に

基づき、農用地利用集積計画を定めることについて、別紙のとおり決定する。 
今回ご審議いただくのは、利用権設定のうち、令和６年９月１日から貸借期

間が開始されるものです。 
資料は２種類あります。別紙議案第５６号資料①は利用権の総括表になりま

す。議案第５６号資料②は１筆ごとの情報を全件示すものです。ここでは、別
紙議案第５６号資料①の総括表でご説明させていただきます。 

３総括表の左に書かれているのが貸借終期です。貸借の始まりはいずれも令
和６年９月１日ですが、貸借の終わりがそれぞれ異なっております。 

今回は、総括表の一番下の総計欄のとおり、１３筆、１万１，８１５平米の
利用権を設定するものです。 

以上です。 
議  長︓事務局の説明が終わりました。 

ここで、委員の皆さんのご質問並びにご意見を伺います。 
 

（会場声なし） 
 

議  長︓特にご意見等もないようですので、採決をいたします。 
議案第５６号で上程されました件について、賛成の委員は挙手をお願いしま

す。 
 

（賛成者挙手） 
 

議  長︓ありがとうございます。挙手多数と認めます。 
よって、議案第５６号は承認決定されました。 
令和６年議案第５７号「地域計画目標地図素案の変更決定について」。 
事務局の説明を求めます。 

事 務 局︓令和６年議案第５７号「地域計画目標地図素案の変更決定について」。 
農業経営基盤強化促進法第１９条の規定による地域計画について、同法第２

０条第２項の規定に基づき作成し、令和５年議案第４３号で決定した地域計画
目標地図素案を別紙のとおり変更決定する。 

本議案は、令和５年議案第４３号で決定した目標地図素案のうち、保見地区
の伊保町、貝津町、浄水町、東保見町、保見町について、当該区域内の担い手
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を変更するとともに、新たに田籾町を区域内に追加変更するものです。 
保見地区の目標地図素案作成区域内の概要について、プロジェクターで変更

後の図面を投影しながら簡潔にご説明いたします。 
なお、地図の簡易版につきましては、本日お配りしました資料の３ページか

ら４ページに添付しておりますので、どちらかを御覧いただきますようお願い
いたします。 

それでは、変更後の内容について、山岡から説明をいたします。 
事 務 局︓本地図では、既に決定されている伊保町、貝津町、浄水町、東保見町、保見

町の目標地図素案において、農地の追加及び担い手の付替えがあったほか、新
たに田籾町の目標地図素案を作成したことにより、目標地図の区域に位置づけ
る農地の総筆数が６１０筆から７２２筆に、総面積が９０．３ヘクタールから
１０１．２ヘクタールに変更となりました。 

変更後の詳細といたしましては、ピンク色が有限会社はっぴー農産で、総筆
数は３６８筆、総面積は５２．４ヘクタールです。 

オレンジ色が山田宏之氏で、総筆数は２３筆、総面積は３．１ヘクタールで
す。 

赤色がＴＡＩＫＥＩファーム株式会社で、総筆数は５筆、総面積は０．８ヘ
クタールです。 

茶色が太啓建設株式会社で、総筆数は１２筆、総面積は０．６ヘクタールで
す。 

黄色がなのはな農園株式会社で、総筆数は８８筆、総面積は８．７ヘクター
ルです。 

緑色が自作農家で、総筆数は２２６筆、総面積は３５．６ヘクタールです。
有限会社はっぴー農産をはじめとする五つの担い手に農地バンクを通じた利
用権設定を行い、集積・集約を進めていきます。 

なお、変更後の目標地図素案及び新たに発生した田籾町の目標地図素案につ
いて、６月１７日に開催された保見地域営農協議会の場において情報提供を行
い、了解を得ております。 

保見地区の目標地図素案の変更に関する説明は以上です。 
議  長︓事務局の説明が終わりました。 

ここで、委員の皆さんのご質問並びにご意見を伺います。 
 

（発言を求める者あり） 
 

議  長︓はい。 
石川委員︓すみません、ＴＡＩＫＥＩファームと太啓建設ですけど、これは何か作るも

のが違うということでしょうか。 
議  長︓事務局、お願いします。 
事 務 局︓ＴＡＩＫＥＩファーム株式会社と太啓建設株式会社なのですけれども、会社

が異なっております。農業の専門でやられているのがＴＡＩＫＥＩファームと
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いうことで法人を立ち上げておりまして、それぞれ異なる作物であったり、異
なる農地で耕作をするということで利用権設定がされておりますので、このと
おり分けて設定をしております。 

以上です。 
石川委員︓分かりました。 
議  長︓他にご質問、ご意見があればお願いします。 

 
（会場声なし） 

 
議  長︓よろしいでしょうか。 

なければ、議案第５７号において上程されました件について、賛成の委員は
挙手をお願いします。 

 
（賛成者挙手） 

 
議  長︓ありがとうございます。挙手多数と認めます。 

よって、議案第５７号は承認決定されました。 
令和６年議案第５８号「地域計画目標地図素案の決定について」。 
事務局の説明を求めます。 

事 務 局︓令和６年議案第５８号「地域計画目標地図素案の決定について」。 
農業経営基盤強化促進法第１９条の規定による地域計画について、同法第２

０条第２項の規定に基づき作成した地域計画目標地図素案を別紙のとおり決
定する。 

今回議案上程した目標地図素案は、記載のとおり、豊田地区はじめ１３地区
です。 

目標地図は、農業上の利用が行われる区域、いわゆる守るべき農地における
１０年後に目指すべき農地利用の姿で、農地１筆ごとに誰が担うかを明確にし
た図面で、農業委員会がその素案を作成し、市へ提出するものです。 

これから記載の地区の順に目標地図素案作成区域内の概要について、プロジ
ェクターで図面を投影しながら、簡潔に説明をいたします。 

なお、地図の簡易版につきましては、当日配付資料の５ページから１８ペー
ジに添付しておりますので、どちらかを御覧いただきますようお願いいたしま
す。 

それでは、まず、豊田地区から概要をご説明いたします。 
事 務 局︓では、豊田地区から説明いたします。お手元の地図かスクリーンを御覧くだ

さい。 
御覧いただいているのは、宮口町周辺の目標地図素案です。 
御覧いただいている宮口町周辺同様に、本地区の全ての区域について、担い

手別に着色しています。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地
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の総筆数は２，６５２筆、総面積は２９４．２ヘクタールで、農事組合法人逢
妻をはじめとする１０者を中心的な担い手として色分けし、農地バンクを通じ
て利用権設定を行い、集積・集約を進めていきます。 

代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ、筆数及び面積を申し上げます。 
紫色は農事組合法人逢妻で、総筆数９０３筆、総面積１２６．５ヘクタール

です。 
ピンク色は農事組合法人千足で、総筆数２２５筆、総面積２５．１ヘクター

ルです。 
赤色は高見豊氏で、総筆数６１筆、総面積７．２ヘクタールです。 
オレンジ色は岡部光和氏で、総筆数９０筆、総面積１６．５ヘクタールです。 
緑色は自作で、総筆数５６３筆、総面積５５．１ヘクタールです。 
白色は担い手調整中で、総筆数１３７筆で、総面積８．３ヘクタールです。 
なお、この目標地図素案については、６月２６日に開催した豊田地区の協議

の場である豊田地域営農協議会において情報提供を行い、了解を得ております。 
豊田地区の目標地図素案の説明は、以上です。 
次に、高橋地区の概要を説明します。 
御覧いただいているのは、平井町・水間町の目標地図素案です。 
御覧いただいている平井町・水間町同様に、本地区の全ての区域について、

担い手別に着色しています。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地

の総筆数は２，３３４筆、総面積は１，１６８．５ヘクタールで、農事組合法
人逢妻をはじめとする５者を中心的な担い手として色分けし、農地バンクを通
じて利用権設定を行い、集積・集約を進めていきます。 

代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ筆数及び面積を申し上げます。 
紫色は農事組合法人逢妻で、総筆数４１４筆、総面積４９．７ヘクタールで

す。 
茶色は株式会社のらしごとで、総筆数８５筆、総面積６．９ヘクタールです。 
緑色は自作で、総筆数６２４筆、総面積５２．０ヘクタールです。 
白色は担い手調整中で、総筆数１９３筆、総面積１５．６ヘクタールです。 
なお、この目標地図素案については、６月２５日に開催した高橋地区の協議

の場である高橋地域営農協議会において情報提供を行い、了解を得ております。 
高橋地区の目標地図素案の説明は、以上になります。 

事 務 局︓では、次に、上郷地区の概要を説明します。 
御覧いただいているのは、和会町・広美町の一部の目標地図素案です。 
御覧いただいている和会町・広美町の一部同様に、本地区の全ての区域につ

いて、担い手別に着色しております。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地

の総筆数は４，３４３筆、総面積は５５１．１ヘクタールで、株式会社和会営
農をはじめとする７者を中心的な担い手として色分けし、農地バンクを通じて
利用権設定を行い、集積・集約を進めていきます。 
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代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ、筆数及び面積を申し上げます。 
濃いオレンジ色は株式会社和会営農で、総筆数６５０筆、総面積６０．３ヘ

クタールです。 
黄色は岡田善明氏で、総筆数５６７筆、総面積６１．７ヘクタールです。 
ピンク色は飯沼貴氏で、総筆数２８８筆、総面積３０．７ヘクタールです。 
薄いオレンジ色は石川清氏で、総筆数１５８筆、総面積１７．９ヘクタール

です。 
緑色は自作で、総筆数３１７筆、総面積３３．６ヘクタールです。 
白色は担い手調整中で、総筆数７２筆、総面積５．９ヘクタールです。 
なお、この目標地図素案については、６月１９日に開催した上郷地区の協議

の場である上郷地域営農協議会において情報提供を行い、了解を得ております。 
上郷地区の目標地図素案の説明は、以上になります。 

事 務 局︓では、続きまして、高岡地区の概要を説明します。 
御覧いただいているのは、若林西町周辺の目標地図素案です。 
御覧いただいている若林西町周辺同様に、本地区の全ての区域について、担

い手別に着色をしています。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地

の総筆数は９，０４８筆、総面積は１，１６８．５ヘクタールで、株式会社中
甲及び農事組合法人若竹をはじめとする９者を中心的な担い手として色分け
し、農地バンクを通じて利用権設定を行い、集積・集約を進めていきます。 

代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ、筆数及び面積を申し上げます。 
紫色は株式会社中甲で、総筆数３，４４６筆、総面積５０９．６ヘクタール

です。 
オレンジ色は農事組合法人若竹で、総筆数２，３６９筆、総面積３２９．８

ヘクタールです。 
緑色は自作で、総筆数１，２１５筆、総面積１２４．５ヘクタールです。 
白色は担い手調整中で、総筆数３６５筆、総面積３２．２ヘクタールです。 
なお、この目標地図素案については、６月２５日に開催した高岡地区の協議

の場である高岡地域営農協議会において情報提供を行い、了承を得ております。 
高岡地区の目標地図素案の説明は、以上です。 

事 務 局︓次に、猿投地区の概要について説明をします。 
御覧いただいているのは、亀首町の中心部の目標地図素案です。 
御覧いただいている亀首町中心部同様に、本地区の全ての区域について、担

い手別に着色をしております。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地

の総筆数は４，９１１筆、総面積は５１７．６ヘクタールで、山田宏之氏をは
じめとする１０者を中心的な担い手として色分けし、農地バンクを通じて利用
権設定を行い、集積・集約を進めていきます。 

代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ、筆数及び面積を申し上げます。 
赤色は山田宏之氏で、総筆数８６５筆、総面積９６．９ヘクタールです。 
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ピンク色は有限会社はっぴー農産で、総筆数１５２筆、総面積１６．５ヘク
タールです。 

黄色はなのはな農園株式会社で、総筆数９０筆、総面積１６．６ヘクタール
です。 

緑色は自作で、総筆数１，７３６筆、総面積１９３．５ヘクタールです。 
白色は担い手調整中で、総筆数４９４筆、総面積４３ヘクタールです。 
なお、この目標地図素案については、７月１１日に開催した猿投地区の協議

の場である猿投地域営農協議会において情報提供を行い、了解を得ております。 
猿投地区の目標地図素案の説明は、以上です。 

事 務 局︓次に、石野地区の概要を説明します。 
御覧いただいているのは、成合町の目標地図素案です。 
御覧いただいている成合町同様に、本地区の全ての区域について、担い手別

に着色しています。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地

の総筆数は１，８３４筆、総面積は１３１．１ヘクタールで、なのはな農園を
はじめとする２者を中心的な担い手として色分けし、農地バンクを通じて利用
権設定を行い、集積・集約を進めていきます。 

代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ、筆数及び面積を申し上げます。 
黄色はなのはな農園で、総筆数１０筆、総面積１．３ヘクタールです。 
赤色は農事組合法人勘八で、総筆数３筆、総面積１．３ヘクタールです。 
緑色は自作で、総筆数６４４筆、総面積４３．９ヘクタールです。 
白色は担い手調整中で、総筆数３２４筆、総面積２０．３ヘクタールです。 
なお、こちらの素案については、６月２７日に開催した石野地区の協議の場

である石野地域営農協議会において情報提供を行い、了解を得ております。 
石野地区の目標地図素案の説明は、以上です。 

事 務 局︓続きまして、松平地区の概要を説明します。 
御覧いただいているのは、坂上町の一部の目標地図素案です。 
御覧いただいている坂上町の一部同様に、本地区全ての区域において、担い

手別に着色をしております。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地

の総筆数は２，３６２筆、総面積は１５６．５ヘクタールで、ユーアイ営農を
はじめとする１０者を中心的な担い手として色分けし、農地バンクを通じて利
用権設定を行い、集積・集約を進めてまいります。 

代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ、筆数及び面積を申し上げます。 
濃い紫がユーアイ営農で、総筆数５９筆、総面積６．７ヘクタールです。 
薄い紫色は杉山大将氏で、総筆数２１筆、総面積２．８ヘクタールです。 
緑色は自作で、総筆数７３５筆、総面積５２．２ヘクタールです。 
白色は担い手調整中で、総筆数４２５筆、総面積２９．１ヘクタールです。 
なお、この目標地図素案につきましては、６月２０日に開催しました松平地

区の協議の場である松平地域営農協議会において情報提供を行い、了承を得て
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おります。 
松平地区の目標地図素案の説明は、以上です。 

事 務 局︓次に、藤岡地区の概要を説明します。 
御覧いただいているのは、西中山町南部の目標地図素案です。 
御覧いただいている西中山町南部同様に、本地区の全ての区域について、担

い手別に着色をしております。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地

の総筆数は２，９２４筆、総面積は２５８．５ヘクタールで、梅村貢司氏をは
じめとする１２者を中心的な担い手として色分けし、農地バンクを通じて利用
権設定を行い、集積・集約を進めていきます。 

代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ、筆数及び面積を申し上げます。 
赤色は梅村貢司氏で、総筆数１６６筆、総面積は１９．３ヘクタールです。 
黄色はなのはな農園株式会社で、総筆数５０筆、総面積１２．６ヘクタール

です。 
ピンク色は糟谷隆幸氏で、総筆数３０筆、総面積３．８ヘクタールです。 
紫色は丹羽一馬氏で、総筆数１６筆、総面積１．５ヘクタールです。 
緑色は自作で、総筆数８７２筆、総面積７３．２ヘクタールです。 
白色は担い手調整中で、総筆数６３７筆、総面積５２ヘクタールです。 
なお、この目標地図素案については、６月２６日に開催した藤岡地区の協議

の場である藤岡地域営農協議会において情報提供を行い、了承を得ております。 
藤岡地区の目標地図素案の説明は、以上です。 

事 務 局︓次に、小原地区の概要を説明します。 
御覧いただいているのは、下仁木町周辺の目標地図素案です。 
御覧いただいている下仁木町周辺同様に、本地区の全ての区域について、担

い手別に着色しています。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地

の総筆数は２，３３２筆、総面積は１４９．７ヘクタールで、株式会社おばら
をはじめとする３者を中心的な担い手として色分けし、農地バンクを通じて利
用権設定を行い、集積・集約を進めていきます。 

代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ、筆数及び面積を申し上げます。 
オレンジ色は株式会社おばらで、総筆数９２筆、総面積９．２ヘクタールで

す。 
緑色は自作で、総筆数１，６９２筆、総面積１０１．７ヘクタールです。 
白色は担い手調整中で、総筆数５１３筆、総面積３６．７ヘクタールです。 
なお、この目標地図素案については、７月４日に開催した小原地区の協議の

場である小原地域営農協議会において情報提供を行い、了承を得ております。 
小原地区の目標地図素案の説明は、以上です。 

事 務 局︓次に、足助地区の概要を説明します。 
御覧いただいているのは、月原町の目標地図素案です。 
御覧いただいている月原町同様に、本地区全ての区域において、担い手別に
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着色をしています。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地

の総筆数は４，２８２筆、総面積は３４２．８ヘクタールで、農地組合法人阿
摺をはじめとする８者を中心的な担い手として色分けし、農地バンクを通じて
利用権設定を行い、集積・集約を進めてまいります。 

代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ、筆数及び面積を申し上げます。 
赤色は農事組合法人阿摺で、総筆数６５筆、総面積５．６ヘクタールです。 
緑色は自作で、総筆数１，５４２筆、総面積１２８．１ヘクタールです。 
白色は担い手調整中で、総筆数６４７筆、総面積４７．８ヘクタールです。 
なお、この目標地図素案につきましては、７月３日に開催した足助地区の協

議の場である足助地域営農協議会において情報提供を行い、了承を得ておりま
す。 

足助地区の目標地図素案の説明は、以上です。 
次に、下山地区の概要を説明します。 
御覧いただいているのは、羽布町の一部の目標地図素案です。 
御覧いただいている羽布町同様に、本地区の全ての区域において、担い手別

に着色をしています。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地

の総筆数は３，２６７筆、総面積は３５６．９ヘクタールで、木下貴晴氏をは
じめとする１０者を中心的な担い手として色分けし、農地バンクを通じて利用
権設定を行い、集積・集約を進めていきます。 

代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ、筆数及び面積を申し上げます。 
赤色は木下貴晴氏で、総筆数６８筆、総面積８．４ヘクタールです。 
緑色は自作で、総筆数１，３００筆、総面積１４１．６ヘクタールです。 
グレーは担い手調整中で、総筆数６６６筆、総面積７９．７ヘクタールです。 
なお、この目標地図素案につきましては、６月１３日に開催した下山地区の

協議の場である下山地域営農協議会において情報提供を行い、了承を得ており
ます。 

下山地区の目標地図素案の説明は、以上です。 
事 務 局︓次に、旭地区の概要について説明します。 

御覧いただいているのは、旭八幡町周辺の目標地図素案です。 
御覧いただいている旭八幡町周辺同様に、本地区の全ての区域において、担

い手別に着色しております。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地

の総筆数は２，６４３筆、総面積は２１８．９ヘクタールで、５５９有限会社
をはじめとする９者を中心的な担い手として色分けし、農地バンクを通じて利
用権設定を行い、集積・集約を進めていきます。 

代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ、筆数及び面積を申し上げます。 
紫色は５５９有限会社で、総筆数１３３筆、総面積１４３．９ヘクタールで

す。 
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水色は農事組合法人つくばの里で、総筆数９６筆、総面積１１．２５ヘクタ
ールです。 

黄色は株式会社ハクサンで、総筆数１０筆、総面積１．９ヘクタールです。 
緑色は自作で、総筆数１，６９７筆、総面積１５７．２ヘクタールです。 
白色は担い手調整中で、総筆数は２４３筆、総面積は１７．９ヘクタールで

す。 
なお、この目標地図素案については、７月３日に開催した旭地区の協議の場

である旭地域営農協議会において情報提供を行い、了承を得ております。 
旭地区の目標地図素案の説明は、以上です。 
次に、稲武地区の概要について説明します。 
御覧いただいているのは、中当町周辺の目標地図素案です。 
御覧いただいている中当町周辺同様に、本地区の全ての区域について、担い

手別に着色しています。 
本地区全体をまとめると、目標地図素案の作成区域内として位置づけた農地

の総筆数は１，３８２筆、総面積は１２３．７ヘクタールで、農事組合法人小
さなお米屋さんをはじめとする５者を中心的な担い手として色分けし、農地バ
ンクを通じて利用権設定を行い、集積・集約を進めていきます。 

代表的な担い手、自作及び担い手調整中のみ、筆数と面積を申し上げます。 
赤色は農事組合法人小さなお米屋さんで、総筆数６９筆、総面積８．１ヘク

タールです。 
ピンク色は関谷醸造株式会社で、総筆数１２筆、総面積１．６ヘクタールで

す。 
黄色は株式会社安藤で、総筆数１８筆、総面積２．０ヘクタールです。 
緑色は自作で、総筆数が８１７筆、総面積は７６．３ヘクタールです。 
白色は担い手調整中で、総筆数が８９筆、総面積が８．４ヘクタールです。 
なお、この目標地図素案については、６月２６日に開催した稲武地区の協議

の場である稲武地域営農協議会において情報提供を行い、了承を得ております。 
稲武地区の目標地図素案の説明は、以上です。 

議  長︓事務局の説明が終わりました。 
ここで、委員の皆さんのご質問並びにご意見を伺います。 
 

（会場声なし） 
 

議  長︓特にご意見等もないようですので、採決をいたします。 
議案第５８号において上程されました件について、賛成の委員は挙手をお願

いします。 
 

（賛成者挙手） 
 

議  長︓ありがとうございます。挙手多数と認めます。 
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よって、議案第５８号は承認決定されました。 
報告案件について、事務局より説明をお願いいたします。 

事 務 局︓議案１１ページ及び別紙配付資料１９ページ及び２０ページを御覧ください。 
報告、「耕作放棄地の農地、非農地の判断について」です。 
こちらの報告案件は、農地所有者による「非農地確認願」の申請に基づき、

事務局で別紙のとおり現況確認を行った結果、農地法第２条第１項に規定する
農地に該当しないと判断しましたことを報告いたします。 

続きまして、議案１２ページを御覧ください。 
報告、「農地法第１８条第６項の規定による通知書受理書について」。 
７６番、西岡町の案件から、１５ページを御覧ください、８８番、堤町の案

件までの１３件について、いずれも賃貸借権の合意解約につき、既に事務局で
受理していることを報告いたします。 

続いて、議案１６ページを御覧ください。 
報告、「農地法第４条第１項第７号の規定による農地転用届出書受理につい

て」。 
６２番、四郷町の駐車場の案件から、１８ページを御覧ください、７２番、

小坂町の自己用住宅までの１１件について、いずれも市街化区域内農地の転用
につき、既に事務局で受理していることを報告いたします。 

続いて、議案１９ページを御覧ください。 
報告、「農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出書受理につい

て」。 
１０８番、花園町の自己用住宅の案件から、２３ページを御覧ください、１

２７番、浄水町の自己用住宅の案件までの２０件について、いずれも市街化区
域内農地の転用につき、既に事務局で受理していることを報告いたします。 

以上です。 
議  長︓これで、本日の全議案の審議を終了いたしました。 

慎重審議いただき、誠にありがとうございました。 
 

（閉会 午後 ２時４９分） 
 

議事録署名者 
 
 
――――――――――――――――――  ―――――――――――――――――― 


